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１ 計画の策定にあたって 

 

 

１ 背景・動向 

（１）自殺の現状と傾向 

 

（２）国・東京都の動向 
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（３）自殺対策についての基本認識 

 

 

① 自殺は、その多くが追い込まれた末の死である 

 

 

② 社会全体の自殺リスクを低下させる 

 

 

③ 生きることの阻害要因を減らし、促進要因を増やす 

 

※「生きることの促進要因」とは、自殺に対する保護要因のことで、自分を大切にする自己肯定感や、

信頼できる人間関係などにより、危機回避能力が高くなる要因のこと。 

「生きることの阻害要因」とは、自殺のリスク要因のことで、失業や多重債務、生活苦等により生き

づらさを感じる要因のこと。 

 

 

④ 様々な分野の生きる支援との連携を強化する 
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⑤ 自殺は「誰にでも起こり得る危機」という認識を醸成する 

 

 

 

 

自殺の危機要因イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：厚生労働省 市町村自殺対策計画策定の手引き 
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２ 計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

2012 
年度 

2013 
年度 

2014 
年度 

2015 
年度 

2016 
年度 

2017 
年度 

2018 
年度 

2019 
年度 

2020 
年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

            

  

町田市基本計画 

「まちだ未来づくりプラン」 
 

 
・まちだ健康づくり推進プラン 

 

・  

・  

・町田市教育プラン  

・第５次町田市障がい者計画 

等 

整合 

連携 

 

 
国 

 
東京都 

 
町田市自殺対策計画 
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４ 基本理念 

基本理念 

 

 

 

 

 

 

５ 全体指標と目標値 

 

全体指標 根拠 
現状値（基準） 目標値 

2015年 2023 年 

自殺死亡率 

（人口 10万人対） 

厚生労働省 

地域における自殺の基礎資料 

【自殺日・住居地】 

17.4 13.6 

 

 
※町田市民の自殺死亡率について 

町田市では、国や東京都と比べて人口が少ないため、単年度の自殺者数だけ見ていくと、自殺死亡

率の変動が大きくなります。 

この場合、変動を滑らかにし、経年傾向を俯瞰する手法として、移動平均を用います。移動平均は

国や東京都、他集団と比較する場合や、市の経年傾向をみる場合に有効です。 

本計画では、特に断りのない限り 3年間の移動平均を使っています。 

※人口 10万人対について 

ある数を人口で除し、これを 10万人当たりの数値に換算したものです。


